
組み立てる前に！
☆開封後、各部品の数量をご確認ください。

φ30～φ62
お手持ちのマストポール

六角レンチ    1

取付金具

コーンエレメント 固定ナット付    6
コーン用キャップ    6

給電部    1

下段エレメント    1

自己融着テープ 20cm    1
対辺 1.5 mm

角Ｕ字ボルト    1M6  芯々70  SW, N 付
六角ボルト M6×30  SW, N付

六角ボルト M6×8  SW付 (給電部固定用)
  1組
   1

支持パイプ    1

固定ナット付    6
   6

ディスクエレメント
ディスク用キャップ

50MHz 帯用
ローディングコイル

周波数調整エレメント
50MHz 帯用
50MHz 帯用

   1
   1

六角レンチ
(添付品)

【 性能諸元 】
● 受信周波数

● インピーダンス
● コ ネ ク タ ー
● 全　 長
● 重　 量

● 利　 得

● 適合ポール径
● アンテナ形式

【 特　長 】
● 直下型ローノイズアンプ内蔵の広帯域アンテナ
● エアーバンド・消防無線等のVHF/UHF帯およびAM・FMラジオの受信が可能
● ロッド状のコーンエレメント採用による軽量構造

　　 作業・設置上の注意
●屋根の上など高所作業の際には複数人で行ない、落下事故や
けが防止のために安全帽・安全帯を着用し作業してください。　　　
●取付ネジ・金具類はしっかりと締め付け固定し防水処理を施し
てください。 固定が悪い場合には地震や強風などの振動を受け
てゆるみ、落下事故や短絡火災の原因になることがあります。

　　　

　　　

●高圧電線や鉄塔・建造物など、近くに障害物のない場所に設置
してください。 近くに障害物があると、誘導雷で焼損したり性
能低下やSWRが悪化することがあります。

　　　

　　　

●接続ケーブルのコネクタと、バラン部のコネクタが同じ種類
で勘合することを確認してください。　　　

!

BR-16 3rd Version

受信専用広帯域ディスコーンアンテナ
For 0.5-1800MHz 取扱説明書MODEL

お買い上げいただき、誠にありがとうございます。

安全にお使いいただくために
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みの上、正しい使用方法でご使用ください。
この取扱説明書は必要なときにご覧いただけるよう、大切に保管してください。

BR-16

数量規格・説明部品名

【アンテナ部　構成図】

: 0.5-1800MHz
: 25dBi(MAX)
 [アンプ部で-10dB～+20dB可変]
: 50Ω
: M-J型
: 1.4m
: 約1.45kg
: Φ30～Φ62mm
: ディスコーンアンテナ

パーツリスト

【組立方法】
1. お手持ちのポールに⑨,⑪,⑫の支持パイプ・取付金具一式を取り付け
ます。取付金具⑪の下側30mm程度、支持パイプが出るように取り付け
てください。

2. M-Pコネクタのついた同軸ケーブル(市販品)を、支持パイプ内を通し
て給電部①のコネクタに勘合させます。その後、自己融着テープを2倍
程度に伸ばしながらテープ幅半分程度が重なるように巻いていき、その
上をさらにビニールテープでしっかりと重ねて巻いて防水処理を行いま
す。

3. 給電部①を支持パイプ上部に取り付け、ボルト⑩で固定します。

4. ディスクエレメント⑤の先端にキャップ⑥をかぶせ、給電部①に取り
付けた後、六角ナットを締めて固定します。

5. 手順4と同様にコーンエレメント⑦(キャップ⑧)を給電部に取り付け
ます。

6. 50MHzエレメント部②,③,④を取り付け、ホーローセットネジの緩
みがないように、付属の六角レンチを使用してしっかりと締めます。

   1
   2
   3
   4
   5
   6
   7
   8
   9
  10
  11
  12
  13
  14



【コントローラー部 使用方法】
Ｍ-Ｊ

市販（別売）     
50Ω同軸ケーブル

【 点検とお手入れ 】

● 経年変化などによる強度不足や変形した部品は、必ず取り替えてご使用くだ
さい。

【 アフターサービス 】
　  不慮の事故などによる各部品の破損、長期間のご使用による劣化交換のために
　  補充部品を用意しております。 お買い求めの販売店などにお申し付けください。
　  組立方法・その他技術的なご質問などは、弊社技術部までお問い合わせください。　　　お客様自身での修理・改造は、故障の原因になることがあります。●

☆ 異常と思われる現象が発生したとき直ちに使用を停止し、お買い求めの販売店
などにお申しつけください。
● 運用の前に、正常に働いていることを確認してお使いください。

BR-16 3rd Version

　　 取扱い・運用上の注意

本製品は受信専用ですので、送信用途では使用しないでくだ
さい。アンプ破損の原因となります。

!
●

●

アンテナ取付け・取外しやエレメント調整などの時、目などをつつい
たりしないよう注意してお取り扱いください。

アンテナのコネクター・固定ネジ類はしっかり締め付けてください。
緩んだままのご使用は、落下や障害、破損事故の原因になります。

●

アンプコントローラー部
接続概要図

(アンプ自身はアンテナ部に
内蔵されています。) 1. アンテナへつながる同軸ケーブルは、コントローラーの

ANT側コネクタへ接続します。

2. コントローラーのREC側コネクタ(M-P)を受信機へ接続
します。ゲインコントロールのつまみは最初はMinの位置
に合わせてください。

3. アンテナから受信機までの接続が完了した後、AC100V
のコンセントにACアダプターを差し込み、コントローラー
のDCプラグとACアダプターのDCジャックを接続して電源
をONの状態にします。

4. 受信機の電源をONにして、コントローラーのゲインコ
ントロールつまみを調整して感度の良い位置でご使用くだ
さい。

※1.本製品は受信専用アンテナですので送信はできません。
無理に送信しようとするとアンプ部が破損し、受信も不能
になりますのでご注意ください。

※2.アンプ部は精巧な電子部品で構成されておりますので、
静電気によって破損する場合があります。特に冬場は帯電
した状態でコネクタ等に触れないようにご注意ください。
(火花が飛んだように見えなくても静電気で破損することも
あります。)

※3.コントローラーのレベルを上げすぎても過入力による
アンプ歪みを生じることがありますので、適切なつまみ位
置に調整してご使用ください。

コメット株式会社
〒336-0026 埼玉県さいたま市南区辻4-18-2
TEL : 048-839-3131(代) / FAX : 048-839-3136
URL : http://www.comet-ant.co.jp/

Copyright (C) 2010 COMET CO.,LTD. All Rights Reserved.

■ 品質向上のため、予告なく仕様および外観を変更することがありますのでご了承ください。

付属の支持パイプ

コントローラー

5D-2V 約50cm

受信機へ

長さ 約1m

DCジャック(φ2.1) ACアダプター
IN : AC100V
50Hz/60Hz
OUT : DC12V

AC100V

50mA

DCプラグ(φ2.1)

別売の同軸ケーブル(50Ω)
5D-2V 両端 M-P付 15m
など
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Ｍ-Ｐ

Ｍ-Ｐ


